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演奏部門 フレデリック0フェネル博士と

東京佼成ウインドオーケストラ

F フェネル
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佼成ウインドオーケストラ

推薦理由

フレデリック・フェネル博士は、ミリタリーバンドとしての吹奏楽の編成から、管打楽
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コードを残した。

現在、世界各国において、このウィンドアンサンブルの形態は取り上げられ、吹奏楽と
いう合奏形態を音楽芸術として発展させた功績はまことに大きい。

推薦内容

1984年 に東京佼成ウィンドオーケストラの常任指揮者となったF フェネル博士は、演
奏会、クリニック、レコーディングを通して、日本の吹奏楽の発展に寄与する。
その後、日本定期演奏会の他、東京佼成ウィンドオーケストラとのヨーロッパツアー、
W∧ SBEで の演奏を始め、ミッドウエストバンドクリニックでの尚美ウィンドアンサン
ブル、C B EIN Aで の神奈川大学吹奏楽部を指揮し、日本の吹奏楽の紹介に積極的に寄与
した。吹奏楽のみならず東京佼成ウィンドオーケストラの室内楽シリーズの企画・指l軍者
として、管楽器の小アンサンブルにも力を入れている。

プロフイール

F フェネル博士は、1914年オ八イオ州1ク リープランドに生まれた。イーストマン音楽
学校、ロチェスター大学で学士号、修士号を取得、後に同校で教授として活躍し、指揮者
としても世界各国で活動を行う。1984年から東京佼成ウィンドオーケストラの常任指揮者
となる。 F.フ ェネル博士はプロの指揮者としてでなく、教育の分野でも優れた実績と貢
献をしており、そのエネルギッシュなパワーはおとろえることなく、また若い音楽家たち
に注ぐ情熱も深く厚い。

1960年 に倉J立された東京佼成ウィンドオーケストラは、発足当時は、宗教法人立正佼成
会を母体とした専属の吹奏楽団 1/あつたが、 1970年 からはプロの吹奏楽団として、メンバ

ーや組織も充実させた。特に1984年から吹奏楽の大御所、F フェネル博士を常任指l~9者
に迎えてからの活動はすばらしく、演奏会、レコーディング、クリニックにと日本のプロ

吹奏楽団として、アマチュアバンドにあたえた力響は大きい。1989年は、F フェネル指
揮でヨーロッパ各国に演奏旅行し、その音楽性の高さは各地で高い評価を得ている。

殿

-2-



晏
鷲
鶯
澪
お
ボ
，
キ

1991年 第 1回日本吹奏楽アカデミー賞

作曲部門
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研究部門

故 大 栗 裕 殿

推薦理由
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推薦内容

漿輩議営ぎ言藁窯賃雷「彗空と行,(警磐属界と扇警奪罫礼
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のバルトーク」といゎれる。
プロフイール
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間に、京都女子大学教授となり、大阪音楽大学

1982年 4月 18日、肝臓ガンのため63歳で惜しまれつつ亡くなった。

根本 俊男

プロフイール

根 本 俊 男 殿
推薦理由

推薦内容
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市Jイ乍音FFヨ 欄 東 亜 音 楽 社 殿
推薦理由

同社は、ベルウィン・ミルズ社発刊の「フアースト・ディヴィジョン・バンドメソードJ
の日本版を皮 L/8り に、海外の出版社の楽譜を日本版として多くの楽曲を日本に紹介、吹奏
楽並びに管楽器の普及に貢献してきた。'その後ニューメディアを通じた c El、 ∨丁R等
の発行をもって、より分かり易くその啓蒙を行い、加えて意欲的に楽譜を出版してきてい
る。その存在そのものが我国の管楽器界、吹奏楽界に寄与する事大であると考える。

推薦内容

]1989年 12月迄の吹奏楽関連の出版及びC El、 ∨TRの刊行は641点総計200万部以上
にのぼる。

2 1990年 1月～ 12月中の主な関連出版物
・管楽器ソロ名曲集 金33巻の完成
1986年春より刊行を開始し、全 ll楽器、各 3巻、計33巻を1990年 10月 に完成
。管楽器、楽譜付CElソ フトの発行
時代の要請に応え、オーケストラのマイナス・ワンのCElと 楽譜をパッケージにし
て発行
・翻訳出版

待望されていたベルウィン社の A「「anJng Fo「 The Concert Ba∩dの日本
語版が出版された。

プロフィール

1961年 8月代表取締役目黒三策、本社東京都新宿区神楽坂 6-30に 設立。1965年 5月浅
香 淳社長に就任し現在に至る。内外の音楽作品の著作権保有管理、各種音楽作品の著作
権保有管理、各種音楽作品の出版を主とする権利出版社として活動を始め、今日まで30年
間、吹奏楽関連の出版、ビデオソフトの開発等多岐にわたる活躍をしている。
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啓蒙部門 日本バンドクリニック委員会 殿
推薦理由

1970年 「名古屋一吹奏楽指導者クリニックJを開催するにあたり発足したこの委員会は
その後も毎年継続して吹奏楽指導者講習会を主催し、今回20周年を迎えた。
1976年以降は会場も「合歓の郷ヤマ八ミュージックキャンプ」に定着し、名称も「日本
吹奏楽指導者クリニック 〈スクールバンド指導者のための総合吹奏楽講習会〉」と変わっ
たが、その間常に新譜紹介、国内外のバンド演奏、内外一流指揮者、プレーヤー＼指導者
の招聘等毎年充実した内容の講習会を企画 。開催し日本の吹奏楽界を啓蒙した。

推薦内容

全日本吹奏楽連盟を初め各県教育委員会の後援の下、学校の吹奏楽指導者を対象として
豊富な資料とバンド指導のノウ八ウを20年間にわたり提供し、吹奏楽指導者講習会として
は、総合的かつ最大規模のクリニックとして貢献度が高い。
1990年度は、 2月 に「'90新譜紹介コンサートJ、 5月には保科洋、小長谷宗一、竹内明
彦、小

'華

俊郎、山崎昌平、後藤洋、兼田敏の各氏が講師にあたり、「日本吹奏楽指導者ク
リニック」が実施された。

プロフィール

委員会の設立は冒頭に記したが、現在は保科洋氏 (兵庫教育大学教授)が代表、赤松二
郎氏 (大阪音楽大学助教授 )、 小長谷宗一氏 (作・編曲家 )、 寺井尚行氏 (愛知県立芸術大
学講師)の 3氏が委員、兼田敏氏 (愛知県立芸術大学教授 )、 石崎―夫氏 (奈良教育大学
教授 )、  /」づ翠俊郎氏 (尚美学園短期大学講師)の 3氏が顧間としてクリニック委員会/r形
成している。
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